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ぐ6月末日現在〕前月比 書課:

人口 56，147 (+ 19) :詩与i
!男 27，118 (十 4) 基給算!

女 29，029(+ 15) -;:配;
世帯数 13，382 (+ 23) :賠七

出生 43 転入 276時三:_ .. 

死亡 22 転出 278 :h理一一:
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iv商品開城 i
i 【大村市の気象】

! 各種産業、企業にとり又一般の

人々の日常生活にとって気象は欠

くことのできないもので‘す。

大村市でもその必要性から昨年

より気象協会などの指導により観

測を始め、大村市の気象資料をま

とめてみました。ご利用される方

は企画室へおたずねください。

昭和40年気象概況

[>平均気温 15.3C 

じ>年降雨量 2050ミリ

じ>平均湿度 74パーセシト

b平均気圧 1013ミリ バーノレ

じ>最高温度(極)35.0C

[>最低温度(極)-4.5C

[>最多風向 南東

b最大風力 15メートノレ

夏です。子供の天園、海水浴、水遊びのシー

ズンがやってきました。しかし油断は禁物、

恐しい水魔は子供たちを狙っていますD

昨年の水の犠性者は 102名で、 そのうち78

為名が子供でしたD 今年になってからも46名の

水死者がで-ていますが70ノミ一セ ン トが 9才以

下の子供です。幸に今年は市内では水死者が

ありません。今年こそ子供の水死事故を起さ

ないように心掛けましょう D

大人の方におねがい

b泳ぐ場所、水遊びの場所をはっきりきめて

おく D

p必ず監視人を:tiき、救助用具を備えておく

よい手へのちゅうい

bきめられた場所以外では、絶対に泳がない

遊ばない。

じ>子供だけで遊びに行ってはいけません。

pともだちがあぶないところで泳いでいたら

みんなで注意してやるo
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年金額なと!大巾に改正当;

有
利
に
な
っ
た
国
民
年
金

あなたは

もらえる人

b現在国民年金被保険者となり

保険料を納入している人。

b現在国民年金被保険者となり

保険料免除の承認をうけている

人。

[>明治39年4月2日から明治44年

4月1日までの聞に生れた人で、

任意に加入し保険料を納めてい

る人または免除の承認をうけて

いる人。

[>厚生年金や各種の共済組合な

ど国で定めた他の年金制度に入

っている人の配偶者で、任意に

加入し保険料を納めている人。

もらえない人

[>明治44年4月2日以降に生れた

人 (20才以上〉で、国民年金に

加入していない人。

[>加入していても保険料を納入宇

せず、また免除の承認もうけず

にいる人。

ヘ
お
才
で
加
J

/
入
す
れ
ば
、

改
正
の
要
点

ω拠
出
制
年
金
額
を
約
二
、
五
倍

に
引
上
げ

ω支
給
の
対
象
と
な
る
障
害
の
範

囲
を
拡
大

精
神
病
、
結
核
以
外
戸
内
部
疾

患
に
よ
る
障
害
の
す
べ
て
が
含

ま
れ
る
。

ω保
険
料
を
改
正

百
円
を
二
百
円
に

将来年金を

らえますかも

夫
婦
で
月
に
一
万
円

百
五
十
円
を
二
百
五
十
円
に

ω福
祉
年
金
年
金
額
を
引
上
げ

老
令
、
障
害
、
母
子
年
金
、
い

ず
れ
も
月
額
を
二
百
円
引
上
げ

ω福
祉
年
金
の
支
給
制
限
の
緩
和

実

施

時

期

年
金
額
、
保
険
料
の
改
正

昭
和
四
十
二
年
一
月
一
日
か
ら

福
祉
年
金
の
所
得
制
限
の
緩
和

昭
和
四
十
一
年
五
月
一
日
か
ら

一
人
も
れ
な
く
年
金
に
f

必
ら
ず
加
入
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
人

マ
厚
生
年
金
や
各
種
の
共
済

組
合
な
ど
国
で
定
め
た
他
の

年
金
制
度
に
入
っ
て
い
な

い

人。マ
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日

以
降
に
生
れ
た
二
十
才
以
上

の
人
。も

し
加
入
し
て
い
な
い
人

は
す
ぐ
に
も
加
入
の
手
続
を

手
続
は
市
役
所
保
険
年
金
課

の
窓
口
で
す
ぐ
で
き
ま
す
。

ー¥

一

マ
現
在
支
給
さ
れ
一

一

て

い
る
老
令
福
祉

一

一

年

金
は
、
明
治
四

一

一

十

四
年
四
月

一
日
一

一

以
前
に
生
れ
た
人

一

一

が
七
十
才
に
達
し

一

一

た
日
に
請
求
し
、
一

一

翌
月
か
ら
支
給
さ

一

一

れ
ま
す
。

一

一

明
治
四
十
四
年
二

一

一
月
以
降
に
生
れ
た
人
は

(
他
一

一

の
各
種
年
金
制
度
に
入
っ
て

一

一

い
な
い
人
)
拠
出
年
金
に
加

一

一
入
し
て
、
六
十
五
才
(
希
望

一

一
す
れ
ば
六
十
才
)
か
ら
支
給

一

一

さ
れ
ま
す
。

一

一

マ
市
内
で
の
被
保
険
者
数
は

一

一
四
月
一
日
現
在
で
強
制
加
入

一

一
者
で
九
千
八
百
十
三
人
、
任

一

一

意
加
入
者
は
千
三
百
二
十
三
一

一

人
で
、
国
民
年
金
に
加
入
し

一

一

て
い
る
人
は

一
万
一
千
百
三
一

一
十
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一

一
マ
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
を

一

一
二
年
間
忘
れ
て
い
る
と
、
納
一

一

め
よ
う
と
し
て
も
納
め
ら
れ

一

一

な
く
な
り
、
あ
と
で
い
ざ
年
一

一
金
を
う
け
よ
う
と
す
る
と
き
一

一

に
、
も
ら
え
な
く
な
る
お
そ

一

一

れ
が
あ
り
ま

す

。

一

ご存知ですか?
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老令年金 (拠出制〉は

いくらもらえるか

60才になるま で保険料をおさめて65才
(希望者は60才)から亡くなるまで支給

されます

‘-

i、、

草色調詰さめ高11日年金額lE金量 |

20才 的年 42，000I 96，000 
21 I 39 I 40，800 I 93，600 
22 I 38 I 39，600 I 91，200 
23 I 37 I 38，400 I 88，800 
243637，200 864 ，400 
25 I 35 I 36，000 I 84，000 

26 34 34，800 81，600 
27 33 33，600 79，200 
28 32 32，400 76，800 
29 31 31，200 74，400 
30 30 30，000 72，000 

31 29 28，800 69，600 
32 28 27，600 67，200 
33 27 26，400 64，800 
34 26 25，200 62，400 
35 25 24，000 60，000 

36 24 22，800 57，600 
37 23 21，600 55，200 
38 22 20，400 52，800 
39 21 19，200 50，400 
40 20 18，000 48，000 

19 117400145mo 41 
42 
43 17 .i 16，200 ! 40，800 
44 16 I 15，600 I 38，400 
45 15 I 15，000 I 36，000 

46 14 14，400 33，600 
47 13 13，200 31，200 
48 12 12，000 28，800 
49 11 10，800 26;400 
50 10 9，600 24，000 

-

い
よ
い
よ
夏
休
み
に
入
り

-

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

一
番
い
い

一

ν
!
ズ
シ
で
す
。

F

・什
ノ
イ
ク
リ
シ
グ

に
出
か
け

一

る
人
は
、
折
角
の
夏
休
み
を

一

健
康
で
楽
じ
く
過
す
た
め
に

↑
つ
ぎ
の
ご
と
を
必
ず
守
り
ま

一

し
よ
う
。

り

マ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

に
出
か
け
る
場
合

は
、
必
ず
保
護
者

の
承
諾
を
受
け
、
学
校
の
許

可
も
受
け
る
こ
と
。

マ
体
調
を
整
え
無
理
な
走
行

日
程
を
組
ま
な
い

こ
と
。

(

特
に
夜
間
の
走
行
は
し
な
い

こ
と
)

マ
服
装
は
で
き
る
だ
け
軽
装

(3) 

サ
イ
ク
リ

さ
な
い
こ
と
。

一

④

交

さ

点

、
横
断
歩
道
、一

カ
l
ブ
で
は
必
ず
徐
行
す
る
一

こ
と
。

↑

⑤
右
左
折
す
る
場
合
は
必
一

ず
合
図
を
し
て
徐
行
す
る
こ

一

〉}。

⑤

踏

切

で

は

必

一

)

一

ず

一
旦
停
車
し
て一

ン
グ
の
心
旦
寸

一

じ

J

/
イ

一
安
全
確
認
す
る
こ
~

と
。

-

⑦
バ
ス
停
、
駐
車
々
両
の
一

側
方
を
通
過
す
る
と
き
は
、
~

横
断
歩
行
者
に
注
意
す
る
こ
一

矢
」。

一

⑧
車
間
距
離
(
五
メ

l
ト…

ル
ぐ
ら
い
)
に
注
意
す
る
こ

-

と

。

-

に
し
、
着
替
え
な
ど
も
用
意

す
る
こ
と
。

マ
自
転
車
は
体
に
合
っ
た
も

の
を
使
用
す
る

こ
と
。

マ
出
発
前
に
ブ
レ
ー
キ
や
ハ

ン
ド
ル
、
ベ
ル
の
検
査
を
必

ず
行
な
う
こ
と
。

マ
走
行
中
は
、
つ
ぎ
の

こ
と

に
と
く
に
注
意
す
る
こ
と
。

①
左
側
の
端
を
一
列
に
進

行
す
る
こ
と
。

②

ふ
ら
ふ
ら
運
転
を
し
な

い
こ
と
。

③
 
無
理
な
ス
ピ
ー
ド
を
出

1 
~ 

手'一

1， 

100 
(%) 

道
路
を
広
く
美
し
く

八
月
は
道
路
を
守
る
月
で
す
。
道
路
を
、
み
だ
り

に
自
動
車
、
商
品
な
ど
の
置
場
、
作
業
場
な
ど
と
し

て
使
用
し
な
い
よ
う
、
ま
た
土
砂
ご
み
な
ど
を
道
路

に
捨
て
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

口

口

口

口

口

口

戦
傷
病
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
戦
没
者
御
霊
前
へ
お
供
物

口
口
口

県
営
パ
ス
半
額
割
引
証
が

八
月
一

日
よ
り
変
り
ま
す
。

ま
た
目
症
者
の
戦
傷
病
者

手
帖
交
付
請
求
も
受
付
け
て

い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

相
談
員
染
石
常
雄
氏
(
市
内

原
口
郷
九
四
一ニ
)
か
柏市
の
保

険
年
金
課
へ
お
問
い
¥合
せ
八

だ
さ
い
。

う
ら
盆
を
迎
え
て
戦
没
者

の
御
霊
前
へ
お
供
物
を
地
区

遺
族
世
話
人
を
通
じ
、
お
贈

り
し
ま
す
の
で
お
供
え
く
だ

さ
し
。

金 各り
課出まーも
へ張じし
お 所たと
た まらど
ずた遺か
ねは族な
く 市 世い
だ保.話 方
さ 険人が
い 年かあ

口
口
口

う
ら
盆
の
供
養

口
口
口

旧
軍
用
墓
地
と
市
無
縁
墓

地
の
供
養
を
行
な
い
ま
す
の

で
市
民
の
み
な
さ
ん
、
多
数

ご
参
列
く
だ
さ
い
。

ム
旧
軍
用
墓
地
(
忠
霊
塔
内
)

八
月
十
三
日
午
前
九
時

ム
市
無
縁
墓
地
(
木
場
野
田
)

八
月
十
三
日

午
前
九
時

四
十
分

口
口
口

忌
明
に
寄
付

口
口
口

市
内
杭
出
津
郷
の
横
溝
律

子
さ
ん
は
亡
夫
信
夫
さ
ん
の

忌
明
に
、
社
会
福
祉
資
金
と

し
て
金

一
封
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。
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お
し
ら
せ

保口
母口
試口
験
と

口講
口習
口会

【
保
母
試
験
】

ム
試
験
期
日
八
月
二
十
九

日

t
九
月
一
日

ム
場
所
長
崎
県
立
短
期
大

学
佐
世
保
商
英
部
、
佐
世
保

市
三
浦
町
五
番
六
号

ム
受
験
資
格

ω学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は

通
常
の
課
程
に
よ
る
十
二
年

の
学
校
教
育
を
修
了
し
た
者

ω児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て

満
十
八
才
に
達
し
て
か
ら
三

年
以
上
児
童
保
護
に
従
事
し

口8月の母子検診口

8月の母子検診をつぎのとおり行

ないますので、ご利用ください。

| 実施場所 | 
今村公民館 19，00"，-，11. 00 
三浦診療所 113，00"'-'16，00
鈴田出張所 19，30"'-'15，30 
竹松出張所 19 ， 30~15.30 

福重出張所 19，30"'-'15，30 
黒木小学校 19，00"，-，11.00 
萱瀬出張所 113，00"'-'16.001 
松原出張所 19， 30~ 15，30 1 

|実施日

8日

8日

9日

10日

16日

17日

17日

19日

実施時間

コ
ー

ナ

!

た
者

ム
受
験
申
込
書
の
受
付

八
月
一
日

I
八
月
十
日

ム
受
験
申
込
の
手
続
受
験

申
込
書
は
長
崎
市
江
戸
町
二

番
十
三
号
県
児
童
家
庭
課
に

提
出
す
る
こ
と
。
な
お
用
紙

は
児
童
家
庭
課
'に
あ
り
ま
す

の
で
十
五
円
切
手
を
は
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
保
母
講
習
】

ム
保
母
講
習
期
間
八
月
二

十
二
日
j
八
月
二
十
七
日

ム
場
所
県
立
短
大
佐
世
保

商
英
部
佐
世
保
市
三
浦
町

口農耕地を調査口

五
番
六
号

ム
受
講
の
手
続
八
月
五
日

ま
で
に
'
長
崎
県
社
会
福
祉
協

議
会
(
長
崎
市
上
町
一
番
三

十
三
号
)
へ
申
込
む
こ
と
。

受
講
願
用
紙
は
県
社
協
ま
た

は
市
の
福
祉
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

口
口
口

ソ

l
メ
ン
流
し
大
会

.
口
口
口

日

時

八

月

七

日

十

二

時

場
所
山
田
の
滝

参
加
者
は
自
由
で
費
用
は
い

り
ま
せ
ん
。

競口
艇口
開口
催
臨
時

口を
口募
口集

大
村
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
開

8月1日現在で、 所有地耕作地の

申告調査を行なっています。

この調査は農家の所有地、小作

地の権利を明らかにし、耕作証明

や、農業委員選挙人名簿の資格審

査の資料などに使用するものです

申告用紙は、実行組合長を通じ

て配付します。

提出期限 8月10日

催
時
臨
時
従
業
員
を
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
者
は
自
筆
履
歴
書
一
部

を
事
業
課
へ
申
込
み
く
だ
さ

、レマ
応
募
資
格
者
市
内
に
居

住
す
る
女
子
で
満
三
十
五

才
ま
で
の
人
。

マ
締
切
り
八
月
十
五
日

マ
選
考
八
月
十
九
日
、
午

後
一
時
か
ら
事
業
課
で
、

一
般
常
識
、
適
正
審
査
、

そ
ろ
ば
ん
の
試
験
を
行
な

い
ま
す
。

|

|
交
通
止
I

l

-

-

国
道
三
十
四
号
線
の
宮

小
路
附
近
の
道
路
拡
張
の

た
め
、
つ
ぎ
の
場
所
が
全

面
交
通
止
と
な
り
ま
す
。

場
所
市
道
八
次
線
(
皆

同
行
パ
ス
路
線
)

期
間

7
月
加
日
か
ら

8
月
白
日
ま
で

口
口
口

無
事
故
運
転
者
を
調
査

口
口
口

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

行
事
の
無
事
故
優
良
運
転
者

表
彰
の
予
定
調
査
を
行
な
っ

、J
4

て
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
該
当
す

る
か
た
は
大
村
市
交
通
安
全

協
会
事
務
所
ま
た
は
市
内
各

支
部
の
役
員
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

長
崎
県
交
通
安
全
協
会
表
彰

十
五
年
以
上
無
事
故
、
無

違
反
の
人

締
切
日
八
月
二
十
日

大
村
市
交
通
安
全
協
会
表
彰

五
年
以
上
無
事
故
、
無
違

反
の
人

締
切
日
八
月
三
十
一
日

様
式
な
ど
は
大
村
市
交
通

安
全
協
会
に
準
備
し
て
い
ま

す
。
手
続
き
そ
の
他
、
く
わ

し
い
こ
と
は
安
全
協
会
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

少口
年口
柔口
剣
道
大

口会
口開
口く

第
七
回
目
の
少
年
柔
剣
道

大
会
が
、
八
月
四
日
午
前
九

時
か
ら
西
大
村
中
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
大

会
は
、
青
少
年
が
正
し
く
、

健
康
に
生
活
で
き
る
よ
う
に

と
の
目
的
で
行
な
わ
れ
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

t

八
月
八
日
か
ら
開
斤
|

西
大
村
出
張
所
が
新
ら

し
く
で
き
あ
が
り
ま
し
た

の
で
、
八
月
八
日
か
ら
新

出
張
所
で
仕
事
を
し
ま
す

間
違
わ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

新
ら
し
い
庁
舎
は
旧
出

張
所
の
前
で
す
。

口
口
口

洋
画
の
成
人
講
座

口
口
口

初
心
者
を
対
象
と
し
た
洋

画
の
成
人
講
座
を
開
き
ま
す

の
で
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

マ
教
室
中
央
公
民
館
講
座

室
マ
期
間
八
月
九
日
か
ら
十

月
十
一
日
ま
で
の
毎
週
火

曜
日

マ
時
間
午
後
七
時
か
ら
九

時
ま
で

マ
受
講
資
格
市
内
在
住
の

一
般
成
人
男
女

マ
申
込
八
月
八
日
ま
で
中

央
公
民
館
事
務
室
ヘ

マ
受
講
料
ト
り
ま
せ
ん

マ
講
師

長
崎
大
学
教
育
学
部
助
教
授

喜
多
正
雄
先
生

4 

て


